
















1.要約

加齢により増加する妊娠偶発合併症には糖尿病(妊娠性糖尿病も含む)、子宮筋腫、妊娠中

毒症、本態性高血圧があり、各変曲点は糖尿病で 30 才、妊娠性糖尿病で 32 才、子宮筋腫

では 30 才、妊娠中毒症(重症)では 33才、本態性高血圧では 35 才であった。

35 才以上で増加する妊娠、分娩時異常には糖尿病および子宮筋腫合併妊婦では帝王切開

率と早産率が増加し、糖尿病合併妊婦では重傷妊娠中毒症、胎児仮死、帝王切開率、早産

率がそれぞれ増加した。妊娠中毒症では加齢とともに早期発症型の発症頻度が増加した。

循環器疾患のほとんどは高齢者の妊娠分娩が既に制限されており、人工早産率の年齢によ

る差や加齢による循環系基礎疾患に及ぼす影響の差は無く、むしろ疾患の特異性による差

が顕著となった。


